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お子さん連れのご家族などで連日賑わう！ 

七
月
一
日
（
火
）
か
ら
六
日
（
日
）

ま
で
恒
例
の
『
清
川
関
所
の
七
夕
ま

つ
り
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
子
様

連
れ
の
ご
家
族
な
ど
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
連
日
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

清川関所の七夕まつり開催 

 回

覧 

【
お
外
で
コ
ン
サ
ー
ト 

㏌
清
川
関
所
】 

七
月
五
日
（
土
）
に
は
庄
内
ひ

び
き
合
唱
団
ア
ル
エ
ッ
ト
（
旧
あ

ま
る
め
少
年
少
女
合
唱
団
）
の
皆

さ
ん
に
よ
る
「
お
外
で
コ
ン
サ
ー

ト
㏌
清
川
関
所
」
を
開
催
。
清
川

地
区
を
は
じ
め
町
内
各
地
か
ら
約

六
〇
名
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た 

 好
評
だ
っ
た
「
七
夕
セ
ッ
ト
」 

だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
日
初
め
て
舞
台
に
立
つ
お

子
さ
ん
も
先
輩
と
一
緒
に
「
天
の

川
」
な
ど
懐
か
し
い
童
謡
を
合
唱

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
、
管

理
運
営
委
員
会
を
代
表
し
て
齋
藤

副
会
長
よ
り
素
敵
な
歌
声
を
聴
か

せ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
へ
お
礼

の
あ
い
さ
つ
と
代
表
者
へ
粗
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。 

【
御
殿
茶
屋 

七
夕
セ
ッ
ト
】 

御
殿
茶
屋
で
は
、
七
月
五
日
（
土
）

と
六
日
（
日
）
に
七
夕
に
ち
な
ん
だ

特
別
メ
ニ
ュ
ー
「
七
夕
セ
ッ
ト
」
を

提
供
し
ま
し
た
。 

む
き
そ
ば
や
鶏
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
、

天
の
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
寒
天
ゼ

リ
ー
等
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

お
召
し
上
が
り
い
た
だ
い
た
方

か
ら
「
七
夕
ま
つ
り
を
目
で
見
て
、

味
わ
っ
て
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。」
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

【
七
夕
飾
り
】 

期
間
中
の
館
内
に
は
「
認
定
こ
ど

も
園
か
ら
ふ
る
幼
児
舎
」
の
お
子
さ

ん
達
が
作
っ
た
「
七
夕
飾
り
」
を
設

置
し
ま
し
た
。 

館
内
に
設
置
し
た
七
夕
飾
り 



   

 歴史講座 in 清川「戊辰戦争と庄内藩の動きについて」 

【
参
加
者
募
集
】 

第
二
回 

歴
史
講
座
㏌
清
川 

九
月
十
日
（
水
）
開
催 

飽
海
郡
役
所
の 

資
料
か
ら
読
み
解
く 

明
治
天
皇
東
北
巡
幸 

余
目
八
幡
神
社 

稲
刈
展
覧
図 
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五
月
十
四
日
（
水
）
に
令
和
七
年
度

の
第
一
回
「
歴
史
講
座
㏌
清
川
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
町
内
を
は
じ
め
鶴
岡
・

酒
田
・
新
庄
な
ど
か
ら
約
三
十
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
「
戊
辰
戦
争
と
庄
内
藩
の

動
き
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
公
益
財

団
法
人
致
道
博
物
館
の
学
芸
員
・
菅

原
義
勝
氏
に
ご
担
当
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

第
二
回 

歴
史
講
座
㏌
清
川
を
九

月
十
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
す
。 

講
義
の
中
で
菅
原
氏
は
二
番
大
隊
大

将
で
あ
っ
た
酒
井
玄
蕃
筆
「
戊
辰
二

十
絶
」
を
紹
介
。
新
政
府
軍
に
降
伏
す

る
ま
で
の
戦
歴
に
つ
い
て
、
心
情
を

交
え
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
戊

辰
二
十
絶
は
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で

致
道
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展

「
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
書
画
」
で
実
物
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

致
道
博
物
館 

 
 

 

学
芸
員 

菅
原 

義
勝 

氏 

戊
辰
戦
争
「
清
川
口
の
戦
い
」
か
ら

は
じ
ま
り
、
内
陸
地
方
や
秋
田
方
面

へ
進
軍
す
る
庄
内
藩
の
戦
い
に
つ
い

て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
「
飽
海
郡
役
所
の
資
料
か

ら
読
み
解
く
明
治
天
皇
東
北
巡
幸
」

と
題
し
て
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八 

一
）
九
月
に
行
わ
れ
た
「
明
治
天
皇
の

東
北
巡
幸
」
に
つ
い
て
、
酒
田
市
に
残

る
「
飽
海
郡
役
所
」
の
資
料
を
も
と
に

し
て
講
義
い
た
だ
き
ま
す
。
講
師
は

山
形
大
学
准
教
授
の
小
旙
圭
祐
氏
で

す
。
巡
幸
の
様
子
は
、
館
内
で
展
示
し

て
い
る
、
余
目
八
幡
神
社
の
「
稲
刈
展

覧
図
」
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
清
川
学
校
に
は
行
在
所
が

設
け
ら
れ
て
、
明
治
天
皇
は
行
き
と

帰
り
の
二
泊
滞
在
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
清
川
関
所
に
隣
接
す
る
清
川

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
「
明
治
天
皇
行
在

所
碑
」
と
文
部
省
が
建
て
た
高
札
が

残
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

受
付
：
お
昼
十
二
時
よ
り 

昼
食
：
十
二
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で 

食
事
処 

御
殿
茶
屋
の
「
東
風
そ
ば
」

と
「
そ
ば
ぜ
ん
ざ
い
」
を
ご
用
意
。 

講
座
：
一
時
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で 

※
終
了
後
、
希
望
者
に
は
清
川
ま
ち

歩
き
に
ご
案
内
し
ま
す
。
追
加
代
金

不
要
。 

【
会
場
】
清
川
関
所 

【
募
集
人
員
】
二
十
名 

【
参
加
費
】
お
ひ
と
り
千
七
百
円 

【
申
込
受
付
】
清
川
関
所
（
電
話
：

〇
二
三
四
―
二
五
―
五
八
八
五
） 



私
た
ち
と
一
緒
に
清
川
を
案
内

す
る
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
。 

お
客
様
と
一
緒
に
ま
ち
歩
き
（
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
）
は
健
康
に
も
良
い
で

す
。 

[

お
問
合
せ] 

清
川
関
所
（
電
話:

〇
二
三
四
―
二
五
―
五
八
八
五
） 

  

 

 

  

前

に

は
、
き
よ
か
わ
観
光
ガ
イ
ド
の
会
に
よ
る
ま
ち

歩
き
を
実
施
。
清
川
関
所
や
芭
蕉
上
陸
の
地
、

更
に
御
殿
林
を
抜
け
て
、
清
河
神
社
等
に
参
加

者
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。 

六
月
十
五
日
（
日
）
に
「
清
川

関
所
寄
席
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
十
月
に
続
い
て
、
月
亭
天
使

さ
ん
と
桂
文
五
郎
さ
ん
に
よ
る

上
方
落
語
を
ご
堪
能
い
た
だ
き

ま
し
た
。
約
三
十
名
の
お
客
様
に

来
場
い
た
だ
き
、
館
内
は
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

初夏の清川関所で楽しむ！本格上方落語 

 

紙
芝
居
『清
河
郎
』 

 

～
風
雲
児
こ
こ
に
死
せ
り
～ 

⑭ 

 

  

 

 
歴
史
の
里
の
お
も
て
な
し 

～
ガ
イ
ド
の
会
よ
り
～ 

清
川
の
戊
辰
戦
争
を
案
内
し
て 

 

六
月
、
東
京
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
十

九
名
を
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
し
ま
し

た
。
「
荘
内
の
戊
辰
戦
争
」
を
学
ぶ

方
々
で
、
前
日
は
鶴
岡
に
て
研
修
を

行
い
、
清
川
で
は
「
戦
い
の
現
場
と

合
戦
当
日
の
村
人
達
の
様
子
や
村
に

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り

た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

幸
い
旧
清
川
公
民
館
が
明
治
百
年

記
念
事
業
と
し
て
「
雷
山
翁
清
川
合

戦
実
録
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
を
読
み
込
ん
で
お
話
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
戦
い
の
前

か
ら
村
人
は
色
々
な
動
き
に
緊
張
感

が
高
ま
る
様
子
や
荘
内
藩
の
動
き
、

清
川
の
若
者
三
十
七
人
は
農
兵
と
し

て
参
戦
し
て
い
る
こ
と
が
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。
村
の
女
、
子
供
、
老
人
は

狩
川
へ
非
難
さ
せ
、
大
釜
に
飯
を
炊

き
、
兵
へ
の
炊
き
出
し
を
準
備
し
た

り
、
慌
た
だ
し
い
様
子
な
ど
一
部 

始
終
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

関
所
で
は
御
殿
林
の
杉
に
刺
さ

っ
た
鉄
砲
の
弾
を
見
て
頂
き
、
古

戦
場
跡
で
は
腹
巻
岩
や
河
原
で
の

動
き
を
想
像
し
、
官
軍
の
墓
で
は

手
を
合
わ
せ
る
方
も
あ
り
ま
し

た
。
記
念
館
で
は
資
料
を
買
い
求

め
る
方
も
多
く
、
関
心
の
高
さ
が

窺
え
ま
し
た
。
各
自
学
ん
だ
歴
史

の
現
場
に
立
つ
こ
と
に
よ
り
理
解

が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。
皆
さ
ん

の
研
究
熱
心
さ
と
学
び
の
深
さ
に

驚
か
さ
れ
、
ま
た
清
川
の
良
さ
に

気
づ
か
さ
れ
た
一
日
で
し
た
。 

 

雷
山
翁
の
書
か
れ
た
合
戦
実
録

は
本
当
に
貴
重
な
資
料
だ
と
思
い

ま
し
た
。 

【
会
員
募
集
】 

き
よ
か
わ
観
光
ガ
イ
ド
の
会 
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ま
た
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
の
時

間
に
は
、
お
ふ
た
り
の
息
の
合

っ
た
や
り
取
り
で
、
来
場
者
の

質
問
や
記
念
撮
影
に
応
じ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
は
「
ま

た
来
年
も
来
て
ね
！
」
と
声
が

か
か
り
ま
し
た
。 

上方落語の月亭天使さんと桂文五郎さんによる落語会 

来
場
者
の
質
問
に
答
え
る
文

五
郎
さ
ん
と
天
使
さ
ん 

 

月

亭

天

使 

さ

ん 

桂

文

五

郎 

さ

ん 



  
 

～清河八郎筆『西遊紀事』解読講座～ 
  明治大学名誉教授 徳田武氏が講師として来町します！ 

・日時：9月 27日（土）14：30～16：30 
・場所：響ホール 小ホール 
・定員：50名程度 
・内容：「庄内町史資料第七号 清河八郎関係日記一」 
    中の『西遊紀事』の解読講座 
・参加費：無料（別途テキスト代 1,400円） 
     ※テキストを持参した方はテキスト代不要 
・申込方法：庄内町教育委員会社会教育課社会教育係へ 

電話（0234-43-0183）または Eメール 
※Eメールの方は、件名「9月 27日解読講座申込み」 

とし、「氏名、お住まいの市町村（庄内町の方は 

行政区まで）、電話番号」を記入してください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

今
回
は
、
九
月
二
十
七
日
（
土
）
に

開
催
さ
れ
る
「
清
河
八
郎
筆
『
西
遊
紀

事
』
」
の
解
読
講
座
で
、講
師
と
し
て

来
町
さ
れ
る
明
治
大
学
名
誉
教
授
、

徳
田
武
氏
か
ら
、テ
キ
ス
ト
で
使
用
す

る
「
庄
内
町
史
資
料
第
七
号
」
か
ら
、

お
す
す
め
の
場
面
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

独
り
彷
徨
し
て
、
邸
内
を
貪
り
視
る
。

邸
は
四
方
一
丁
（
約
百
九
メ
ー
ト
ル
）

余
り
、
奉
行
所
の
庫
が
最
も
多
く
、
オ

ラ
ン
ダ
人
の
部
屋
が
そ
の
間
に
配
置
さ

れ
、
翠
の
壁
が
殊
に
鮮
か
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
結
構
は
、特
徴
が
無
い
。 

こ
の
日
、
官
が
銅
を
授
け
る
の
で
、

日
本
人
と
オ
ラ
ン
ダ
人
と
が
錯
雑
し
、

較
量
塲
は
大
い
に
賑
わ
う
。
日
本
の
役

人
と
オ
ラ
ン
ダ
の
役
人
と
が
相
対
し
て

こ
れ
を
検
査
し
、
頗
る
異
様
な
見
物
で

あ
る
。但
し
オ
ラ
ン
ダ
人
の
容
貌
は
、 

髭
や
目
が
尽
く
赤
く
、
殆
ん
ど
猿
に
類

し
、
こ
れ
に
近
づ
け
ば
汚
臭
が
犬
の
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
服
は
美
で
は
あ
る
が
、

そ
の
食
は
、
も
と
よ
り
汚
肉
に
過
ぎ
な

い
。
こ
れ
が
、
そ
の
臭
氣
を
発
す
る
理
由

で
あ
ろ
う
か
。 

 
 

首
領
（
オ
ラ
ン
ダ
の
役
人
）
が
居
る

所
は
、
装
飾
が
最
も
細
密
で
あ
っ
て
、
壁

に
は
鏡
を
掛
け
、
き
ら
き
ら
と
輝
く
の

で
、
長
い
こ
と
熟
視
し
て
い
た
。
そ
れ
か

ら
、
そ
の
料
理
人
と
話
し
て
い
る
と
、
一

人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
来
て
、
混
ざ
り
坐

り
、琴
を
取
っ
て
弾
く
。料
理
人
が 

 

葡
萄
酒
を
勧
め
る
が
、
酸
っ
ぱ
く
て
飲

め
な
い
。
そ
ば
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
、
こ
れ

を
見
て
笑
い
、八
郎
に
言
う
、 

「
日
本
酒
と
同
じ
だ
よ
」 

と
。
そ
の
後
の
言
葉
は
、
訳
せ
な
い
。
オ

ラ
ン
ダ
人
は
統
居
（
管
理
の
意
か
）
が

大
そ
う
甚
し
く
、
訳
官
で
あ
っ
て
も
、手

振
り
し
、
地
面
に
書
く
の
で
な
け
れ

ば
、
語
意
が
通
じ
な
い
と
い
う
。
中
野
屋

主
人
が
顧
み
て
曰
く
、 

「
カ
ピ
タ
ン
（
商
館
長
）
は
オ
ラ
ン
ダ
館

を
守
る
こ
と
五
年
、交
代
す
る
時
に
は 

❷ 

●
「
庄
内
町
史
資
料
第
七
号
」 

百
十
一
頁 

上
段
よ
り 

七
月
二
十
八
日 

春
雨
定
ま
ら
ず 

（
オ
ラ
ン
ダ
邸
見
物
、円
山
花
月
の
遊
び
） 

 

辰
、
中
野
屋
の
主
人
が
八
郎
を
し
て

商
人
に
扮
装
せ
し
め
、
其
の
舅
の
某
に

託
し
て
、
多
く
の
商
人
と
倶
に
オ
ラ
ン

ダ
邸
に
入
ら
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
や
が

て
門
に
至
る
。
役
人
が
来
た
り
て
懐
ろ

を
検
査
す
る
。
こ
の
よ
う
に
す
る
事
再

度
、
よ
う
や
く
入
る
。
多
く
の
商
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
就
く
。八
郎
の
み 

 

 

庄
内
町
史
資
料
第
七
号 

  

❶ ❸ 

❺ ❹ 

❻ 

 

維
新
の
魁 

清
河
八
郎
を
大
河
ド
ラ
マ
に
！ 

 

幕
府
に
赴
く
。
今
年
赴
く
の
は
こ
の
為

だ
」 

と
。
館
中
に
は
風
候
旗
を
建
て
、
出
入

は
厳
重
で
、
長
﨑
人
で
も
、
た
や
す
く

は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
な
の
に

八
郎
は
、
遠
国
か
ら
の
旅
人
で
あ
る
の

に
、
幸
い
に
も
中
野
屋
主
人
に
厚
遇
さ

れ
、
オ
ラ
ン
ダ
館
を
自
由
に
見
ら
れ
、
カ

ピ
タ
ン
の
部
屋
に
も
入
れ
た
の
は
、
幸

甚
な
事
で
あ
っ
た
。
正
午
に
、官
邸
を
出

る
。
お
よ
そ
出
入
り
に
は
、
門
番
が
懐

中
を
検
閲
す
る
こ
と
は
初
め
と
同
様

で
あ
る
。 

 

 「
清
河
八
郎
」
を
主
人
公
と
す
る
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
を
目
指
し
、 

平
成
三
〇
年
五
月
に
「
清
河
八
郎
」
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
協
議
会
を 

設
立
し
ま
し
た
。
現
在
、
清
河
八
郎
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
！
と
い
う
願
い
の
も
と
、
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

❼ 

令和７年（２０２５年）８月５日      清川歴史公園かわら版            第２９号 

「
清
河
八
郎
関
係
日
記
一
」 

         

『
西
遊
紀
事
』
よ
り 

  

 

 

↑E メールは 
こちらから 

↑テキスト 

清河八郎 
「カプセルトイ」販売中！ 

販売場所 

・清川関所 

・清河八郎 

記念館 

・道の駅 

しょうない 

・町湯 

・クラッセ 

１回：２００円 


